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令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について 
 
 

令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について、下記のとおり取りまとめましたのでお知
らせします。 
 

記 
 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児
童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組みを通じ
て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査の対象学年（原則として以下の学年の全児童生徒が対象） 
・ 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年 
・ 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、特別支援学校中学部第３学年 

 

３ 調査の内容 
（１）児童生徒に対する調査 
・ 教科(小学校：国語、算数、理科 中学校：国語、数学、理科)に関する調査 

（中学校理科は、文部科学省ＣＢＴ（Computer Based Testing）システムによるオンライン
方式で実施） 

・ 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査 
（２）学校に対する調査 
・ 指導方法に関する取組みや人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する質問調査 

 

４ 調査実施日  
令和７年４月１７日（木） 
（中学校理科は、４月１４日（月）～１７日（木）のうち１日で実施） 

 

５ 岐阜県において調査を実施した学校数・児童生徒数（公立学校） 
 市町村(組合)立 

小・中学校 
市町村立 

義務教育学校 
県立 

特別支援学校 
計 対象児童生徒数 

小学校調査 ３３４ ８ ５ ３４７校 約１５，６２０人 

中学校調査 １６７ ８ １ １７６校 約１５，６９２人 

 

 
 

解
禁
日
時 

ラジオ・テレビ 
インターネット 

令和７年７月３１日（木）１７：００解禁 

新  聞 令和７年８月 １日（金）朝刊から 

令和７年７月２５日（金） 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

義務教育課 小中教科教育係 
車戸 
馬場 

内線 8602 
直通 058-272-8843 
FAX  058-278-2817 

注)１ 義務教育学校については、前期課程を小学校、後期課程を中学校として計上 

２ 県立特別支援学校については、小学部を小学校、中学部を中学校として計上 

３ 児童生徒数は調査内容により、参加した人数が異なるため、「約」と表示 
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Ⅱ 岐阜県における調査結果 

１ 児童生徒の学力の状況について 

（１）平均正答率（中学校理科は平均ＩＲＴスコアで表示） 

 

 

 

注)１ 岐阜県と全国の数値は、有効桁数が違うため、差を算出していない。 

２ 小学校は国語が全 14問、算数が全 16問、理科が全 17問に対する平均正答率を表示 

３ 中学校は国語が全 14問、数学が全 15問に対する平均正答率を表示 

４ 中学校理科は、ＣＢＴの実施に伴い、ＩＲＴ（Item Response Theory：項目反応理論）

に基づく結果となっているため、平均正答率ではなく、ＩＲＴスコアで表示 

５ ＩＲＴスコアは各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500 を基準にした得点

で表示 

６ 中学校理科は、公開問題 10問と非公開問題 16問の全 26問が出題 
 

 

＜正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）＞（中学校理科以外） 

 

 

 

【小学校国語】全国と比較して、上位層が少なく、中位層以下が多い。 

【中学校国語】全国と比較して、ほぼ同等であった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教科 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 岐阜県 全国 

国語 65 66.8 54 54.3 

算数・数学 56 58.0 50 48.3 

理科 56 57.1 526 503 

・ 小学校では、国語、算数、理科ともに、全国平均を下回っている。 

・ 中学校では、国語は全国平均と同程度であり、数学、理科ともに全国平均を上回っている。 

 

小学校国語 中学校国語 

・ 小学校では、国語、算数、理科ともに、おおむね全国と同様の分布状況である。 

・ 中学校では、国語、数学ともに、おおむね全国と同様の分布状況である。 
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【小学校算数】全国と比較して、上位層が少なく、中位層以下が多い。 

【中学校数学】全国と比較して、上位層が多く、下位層が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校理科】全国と比較して、上位層が少なく、中位層以下が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数 中学校数学 

小学校理科 
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＜ＩＲＴバンド分布グラフ（横軸：ＩＲＴバンド 縦軸：割合）＞ （中学校理科） 

 
 

【中学校理科】全国と比較して、上位層が多く、中位層以下が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

注)１  ＩＲＴバンドとは、ＩＲＴスコアを１～５段階に区切ったもので、３を基準のバン

ドとし、５が最も高いバンドとなる。 

２  ＩＲＴバンドをＩＲＴスコアに換算すると、およそ以下のような対応関係になる見

通し 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＲＴバンド １ ２ ３ ４ ５ 

ＩＲＴスコア範囲 ～350 350～450 450～550 550～650 650～ 

中学校理科 

・ 中学校では、理科において、おおむね全国と同様の分布状況である。 
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（２）平均正答率の推移 

① 小学校第６学年 

 

 

 
 
 

 

 
 

② 中学校第３学年 

 

 

 

 

 
 

 

注)１ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため中止 
２ 令和７年度の中学校理科は、平均ＩＲＴスコアで表示 
３ 各年度の問題の難易度を厳密に調整する設計とはしておらず、年度によって出題内容

も異なるため、各教科の正答率について、過年度の結果と単純に比較することは適当で
はない。 

教科 

Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 

国 語 63 63.8 63 64.7 64 65.6 65 67.2 65 67.7 65 66.8 

算 数 65 66.6 69 70.2 61 63.2 60 62.5 61 63.4 56 58.0 

理 科 
  

  63 63.3     56 57.1 

教科 

Ｈ３１ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 岐阜 全国 

国 語 75 72.8 65 64.6 70 69.0 71 69.8 60 58.1 54 54.3 

数 学 61 59.8 59 57.2 53 51.4 53 51.0 54 52.5 50 48.3 

理 科 
  

  52 49.3     526 503 

英 語 57 56.0     48 45.6     

【国語】 本調査実施当初以降、全国の平均正答率と同程度、またはそれを上回る数値で推

移している。 

【数学】 本調査実施当初以降、全国の平均正答率を上回る数値で推移している。 

【理科】 前回の令和４年度は、全国の平均正答率を上回っている。今年度は、全国の平均

ＩＲＴスコアを上回っている。 

【英語】 平成３１年度以降全国の平均正答率を上回る数値で推移している。 

 

【国語】 平成２８年度以降、全国の平均正答率に近い数値で推移していたが、平成３１年

度から全国の平均正答率を下回っている。 

【算数】 平成２１年度以降、全国の平均正答率を下回る数値で推移している。 

【理科】 前回の令和４年度は、全国の平均正答率と同程度だったが、今年度は、全国の平

均正答率を下回っている。 
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２ 児童生徒の意識について【児童生徒質問調査から】 

（１）学習状況等 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

注)１ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒の割合(％) 
２ 下段(  )は令和６年度の数値 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

授業では、課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組んでいた。 

81.7 

(83.3) 

80.3 

(81.9) 

1.4 

(1.4) 

84.1 

(85.7) 

77.7 

(80.3) 

6.4 

(5.4) 

学級の友達（生徒）との間で話し合う

活動を通じて、自分の考えを深めたり、

新たな考え方に気付いたりすることがで

きている。 

85.1 

(86.9) 

84.9 

(86.3) 

0.2 

(0.6) 

87.9 

(88.4) 

84.7 

(86.1) 

3.2 

(2.3) 

授業では、各教科などで学んだことを

生かしながら、自分の考えをまとめる活

動を行っていた。 

77.8 

(79.5) 

77.8 

(79.6) 

0 

(▲0.1) 

76.0 

(79.1) 

70.6 

(75.4) 

5.4 

(3.7) 

学習した内容について、分かった点

や、よく分からなかった点を見直し、次

の学習につなげることができている。 

79.7 

(81.5) 

79.4 

(80.8) 

0.3 

(0.7) 

77.1 

(80.6) 

73.4 

(77.9) 

3.7 

(2.7) 

授業は、自分にあった教え方、教材、

学習時間などになっていた。 

85.0 

(86.1) 

83.4 

(84.3) 

1.6 

(1.8) 

82.4 

(83.2) 

79.3 

(80.9) 

3.1 

(2.3) 

先生は、授業やテストで間違えたとこ

ろや、理解していないところについて、

分かるまで教えてくれていると思う。 

87.0 

(87.8) 

87.4 

(87.9) 

▲0.4 

(▲0.1) 

87.3 

(87.1) 

83.8 

(84.9) 

3.5 

(2.2) 

先生は、あなたのよいところを認めて

くれていると思う。 

92.0 

(90.5) 

92.2 

(89.9) 

▲0.2 

(0.6) 

94.5 

(92.6) 

92.2 

(90.4) 

2.3 

(2.2) 

自分には、よいところがあると思う。 
86.6 

(85.2) 

86.9 

(84.1) 

▲0.3 

(1.1) 

87.6 

(84.5) 

86.2 

(83.3) 

1.4 

(1.2) 

将来の夢や目標を持っている。 
81.9 

(81.2) 

83.1 

(82.4) 

▲1.2 

(▲1.2) 

68.2 

(66.8) 

67.5 

(66.3) 

0.7 

(0.5) 

地域や社会をよくするために何かしてみ

たいと思う。 

81.8 

(84.6) 

81.3 

(83.5) 

0.5 

(1.1) 

78.2 

(78.8) 

75.3 

(76.1) 

2.9 

(2.7) 

・ 課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む学習や、友達と話し合って自分の考え

を深めたり、新たな考え方に気付いたりする学習について、小・中学校ともに、全国平均よ

り高い。 

・ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につな

げることができている割合は、小・中学校ともに、全国平均より高い。 

・ 授業が自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていたと感じている割合は、小・

中学校ともに、全国平均より高い。 

・ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思っている割合は、小・中学校ともに、全国平均

より高い。 
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（２）ＩＣＴの活用状況 
 
 
 
 
 
 
 

 

注)１ 令和７年度から選択肢が変更となったため、令和６年度との比較は不可 

 

注)１ 「学習の中で PC・タブレットなどの ICT機器を活用することについて、５年生まで〔中：

１、２年生のとき〕の学習のようすを振り返り、次のことがどれくらい当てはまるか。」

という質問に対して「とてもそう思う」「そう思う」と回答した児童生徒の割合(％) 

２ 下段(  )は令和６年度の数値  

３ 中学校については、ランダム方式で実施したため、一部の生徒のみの回答結果であり、

全国平均は表示されない。 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

５年生までに（中:
１、２年生のときに）受
けた授業で、ＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機
器を、どの程度使用し
たか。 
 

①ほぼ毎日 
（１日に複数
の授業で活用） 

32.5 24.5 8.0 51.4 29.5 21.9 

②ほぼ毎日 
（１日に１回
くらいの授業） 

25.4 22.2 3.2 21.7 23.7 ▲2.0 

③週３回以上 22.1 25.0 ▲2.9 15.2 23.3 ▲8.1 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

ＩＣＴ機器を活用することで、自分

のペースで理解しながら学習を進める

ことができる。 

83.7 

(87.5) 

81.3 

(85.5) 

2.4 

(2.0) 

83.0 

(84.1) 

－ 

(80.2) 

－ 

(3.9) 

ＩＣＴ機器を活用することで、分か

らないことがあった時に、すぐ調べる

ことができる。 

90.5 

(92.8) 

89.2 

(92.1) 

1.3 

(0.7) 

95.6 

(96.2) 

－ 

(93.9) 

－ 

(2.3) 

ＩＣＴ機器を活用することで、楽し

みながら学習を進めることができる。 

85.8 

(85.8) 

85.5 

(86.0) 

0.3 

(▲0.2) 

89.2 

(84.5) 

－ 

(82.4) 

－ 

(2.1) 

画像や動画、音声等を活用すること

で、学習内容がよく分かる。 

88.8 

(90.6) 

88.1 

(89.8) 

0.7 

(0.8) 

92.2 

(91.4) 

－ 

(89.0) 

－ 

(2.4) 

ＩＣＴ機器を活用することで、自分

の考えや意見を分かりやすく伝えるこ

とができる。 

80.7 

(81.6) 

77.6 

(79.2) 

3.1 

(2.4) 

86.4 

(83.0) 

－ 

(77.7) 

－ 

(5.3) 

ＩＣＴ機器を活用することで、友達

と考えを共有したり比べたりしやすく

なる。 

87.1 

(88.1) 

84.6 

(86.1) 

2.5 

(2.0) 

90.2 

(89.8) 

－ 

(86.2) 

－ 

(3.6) 

ＩＣＴ機器を活用することで、友達

と協力しながら学習を進めることがで

きる。 

88.0 

(88.1) 

87.5 

(87.1) 

0.5 

(1.0) 

89.0 

(87.6) 

－ 

(85.2) 

－ 

(2.4) 

・ 授業でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を「ほぼ毎日」（１日に複数の授業で活用）使

用する割合は、小・中学校ともに、全国平均より高い。 

・ ＩＣＴ機器を活用することで、自分のペースで理解しながら学習を進めたり、分からない

ことがあった時にすぐ調べたり、自分の考えや意見を分かりやすく伝えたりすることができ

るなど、肯定的に考えている児童生徒の割合は、８割～９割である。 
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３ 各学校における取組状況について【学校質問調査から】 

（１）学校運営等に関する状況 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

児童(生徒)の姿や地域の現状等に関す

る調査や各種データなどに基づき、教育課

程を編成し、実施し、評価して改善を図る

一連のＰＤＣＡサイクルを確立している。 

98.8 

(97.7) 

97.1 

(97.0) 

1.7 

(0.7) 

98.3 

(98.4) 

96.0 

(96.5) 

2.3 

(1.9) 

言語活動について、国語科を要とし

つつ、各教科等の特質に応じて、学校全

体として取り組んでいる。 

94.8 

(94.2) 

96.3 

(96.0) 

▲1.5 

(▲1.8) 

94.9 

(95.7) 

94.7 

(94.2) 

0.2 

(1.5) 

調査対象学年の児童(生徒)に対し

て、前年度までに、家庭学習について、

児童(生徒)が自分で学ぶ内容や学び方

を決めるなど、工夫して取り組めるよ

うな活動を行う。 

94.2 

(92.8) 

90.6 

(89.7) 

3.6 

(3.1) 

88.7 

(88.6) 

85.9 

(84.0) 

2.8 

(4.6) 

調査対象学年の児童(生徒)に対する

指導に関して、前年度までに、学習評価

の方針を児童(生徒)に示した上で、児

童(生徒)の学習評価の結果を、その後

の教員の指導改善や児童(生徒)の学習

改善に生かすことを心がけた。 

89.3 89.5 ▲0.2 96.6 95.8 0.8 

注)１ 「よくしている・そう思う・よく行った」「どちらかといえば、している・どちらかと
いえば、そう思う・どちらかといえば、行った」と回答した学校の割合(％) 

２ 下段（ ）は令和６年度の数値 
３  下段（ ）がないものは令和６年度は実施なし 

 
 

・ 全国学力・学習状況調査の結果等を活用し、教育課程の改善を図るＰＤＣＡサイクルを確

立している学校は、小・中学校ともに、全国平均より高い。 

・ 各教科等の特質に応じて、言語活動に学校全体として取り組んでいる学校の割合は、中学

校において全国平均より高い。 

・ 児童(生徒)が家庭学習に取り組む際、自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫してい

る学校の割合は、小・中学校ともに全国平均より高い。 

・ 学習評価の方針を児童に示した上で、児童(生徒)の学習評価の結果を、その後の教員の指

導改善や児童(生徒)の学習改善に生かすことを心がけた学校の割合は、中学校において全国

平均より高い。 

 
 
 
 



- 9 - 

  

（２）ＩＣＴの活用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注)１ 下段（ ）は令和６年度の数値 
２ 下段（ ）がないものは令和６年度の実施はなし 

 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

不登校児童(生徒)に対する学習活動

等の支援  

30.3 

(37.0) 

36.9 

(38.8) 

▲6.6 

(▲1.8) 

61.4 

(53.3) 

53.5 

(52.9) 

7.9 

(0.4) 

特別な支援を要する児童(生徒)に対

する学習活動等の支援 

63.1 

(60.9) 

65.4 

(63.5) 

▲2.3 

(▲2.6) 

62.0 

(66.2) 

62.3 

(63.0) 

▲0.3 

(3.2) 

外国人生徒に対する学習活動等の支

援  

27.2 

(24.7) 

25.0 

(20.3) 

2.2 

(4.4) 

31.2 

(32.7) 

24.9 

(21.8) 

6.3 

(10.9) 

注)１ 「児童生徒一人一人に配備された PC・タブレットなどのＩＣＴ機器について、上記の用途でど

の程度使用しているか。」という質問に対して「ほぼ毎日・週３回以上・週１回以上」と回答し

た学校の割合（％） 

２ 下段（ ）は令和６年度の数値 

質問事項 
小学校 中学校 

岐阜県 全国 全国との差 岐阜県 全国 全国との差 

前年度に、大型提示装

置等（プロジェクター、

電子黒板等）のＩＣＴ機

器を活用した授業を１

クラス当たりどの程度

行ったか。 

①ほぼ毎日 
89.9 

(91.6) 

81.2 

(76.0) 

8.7 

(15.6) 

85.8 

(86.4) 

76.8 

(74.6) 

9.0 

(11.8) 

調査対象学年の児童

(生徒)に対して、前年度

までに、児童(生徒)一人

一人に配備されたＰＣ・

タブレットなどのＩＣ

Ｔ機器を授業でどの程

度活用したか。 

①ほぼ毎日 

（１日に複数

の授業で活用） 

70.0 61.0 9.0 78.4 63.7 14.7 

②ほぼ毎日 

（１日に１回

くらいの授業） 

17.0 23.8 ▲6.8 12.5 19.1 ▲6.6 

・ 大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）のＩＣＴ機器を授業で「ほぼ毎日」活用

している割合は、小・中学校ともに、全国平均より高い。 

・ ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を授業で「ほぼ毎日」（１日に複数の授業で活用）活

用している割合は、小・中学校ともに、全国平均より高い。 

・ ＩＣＴ機器を不登校児童生徒に対する学習活動等の支援に活用する割合は、中学校におい

て全国平均より高い。 

・ ＩＣＴ機器を特別な支援を要する児童生徒に対する学習活動等の支援に活用する割合は、

小・中学校ともに、全国平均より低い。 

・ ＩＣＴ機器を外国人児童生徒に対する学習活動等の支援に活用する割合は、小・中学校と

もに、全国平均より高い。 
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Ⅲ 本調査結果を踏まえた岐阜県教育委員会の取組み 

 

○ 本県の課題を踏まえた「指導改善資料」を作成し、各市町村教育委員会を通じて、小・中学

校、義務教育学校、特別支援学校に配付する。また、地区ごとに「学力向上・指導改善推進会

議」を開催して、調査実施学年以外の学年や調査実施教科以外の教科等を含めた幅広い観点か

ら取り組むべき課題や、その改善に向けた取組みについて検討することができるようにする。 

 

○ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」

の実現を図るために、指導主事会や学校訪問等を通して、指導改善の方法やＩＣＴの効果的な

活用等について指導助言を行う。 

 

○ 令和５年度から取り組んでいる「『指導と評価の一体化』による学習評価の充実・推進事業」

における各地区リーディング・スクールの実践研究を引き続き支援し、単元を見通した「指導

と評価」の計画の立案、根拠に基づく、妥当性・信頼性のある学習評価の在り方等について、

教育課程研究協議会や実践報告会等で県内にさらに周知し指導改善を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長コメント 

 

県教育委員会では、「未来を創る確かな学力」の育成を目指し、「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた指導改善を図ることで、小・中学校ともに、課題の解決に向けて、

自分で考える児童生徒の割合等が、より高い状況となっています。 

今後は、教育データの利活用や指導と評価の一体化をさらに推進し、児童生徒一人一人

の学習状況を的確に把握し、きめ細かな指導・支援を一層充実するとともに、児童生徒の

自己肯定感を育てる取組みを通して、児童生徒が将来の夢や目標を持って挑戦する力を伸

ばしていきたいと考えております。 
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参考資料 

 

 教科に関する調査問題（例）と結果 
 

１ よくできていた問題及び課題がみられた問題の例 

（１）国語  

 ① よくできていた問題の例 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 国語 ２二 

■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 国語 １二 

 問題の概要 正答率 

小学校 
国語 
２二 

○ 図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す
ることができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岐阜県 
80.7％ 

全 国 
81.8％ 

 
全国差 
 －1.1 

中学校 
国語 
１二 

○ 目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にするこ
とができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
81.7％ 

全 国 
82.5％ 

 
全国差 
 －0.8 

 山田さんは、   の中で、手ぬぐいのもようについて言葉と図で説明しています。その理由と 

して最も適切なものを、次の１から４までの中から一つ選んで、その番号を書きましょう。 
 １ 言葉に関係のない図を示すことで、別のもようについての興味を高めるため。 
 ２ 二つの図を並ならべて示すことで、もようの移り変わりを明確にするため。 

 ３ 言葉と図を合わせて示すことで、具体的に内容を理解できるようにするため。 
 ４ 言葉と図を比べて示すことで、疑問点を明確にするため。 

 

 中井さんは、【ちらし】に、【第一中学校のウェブページ上のお知らせ】には示されていない 
「会場図」を加えました。どのような目的で加えたと考えられますか。次の１から４までのうち、
最も適切なものを１つ選びなさい。 

１ 小学校６年生に向けたちらしであることを示すため。 
２ ウェブページの情報と比較しやすくするため。 
３ 会場となる体育館まで迷わずに来てもらうため。 

４ 展示する作品と体験コーナーの内容や配置を伝えるため。 
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 ② 課題がみられた問題の例  

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 国語 ３三(１) 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 国語 ３四 

問題の概要 正答率 

小学校 
国語 
３三 
(１) 

○ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を
見付けることができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
39.3％ 

全 国 
40.8％ 

 
全国差 
 -1.5 

中学校 
国語 
３四 

○ 文章の構成や展開について、根拠を明確にして考えることができる
かどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
16.8％ 

全 国 
17.1％ 

 
全国差 
 －0.3 

【話し合いの様子】のＡに当てはまる内容として最も適切なものを、次の１から４までの中か

ら一つ選んで、その番号を書きましょう。 

１【資料１】の   部① 

２【資料１】の   部② 

３【資料１】の   部③ 

４【資料１】の   部④ 

      で囲まれた部分には、兄弟が目的を達成できなかった場面のあとに続く話が書かれてい

ます。あとに続く話は、 「一 榎木の実」にはありますが、 「二 釣の話」にはありません。

このような展開になっていることは、 「二人の兄弟」という物語においてどのような効果があ

ると考えますか。あなたの考えとその理由を具体的に書きなさい。理由を書く際には、物語の

内容を取り上げて書きなさい。 

 なお、読み返して文章を直したいときは、線で消したり行間に書き加えたりしてもかまいませ 

ん。 

 

 

      
 

※ 

本
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（２）算数・数学 

 ① よくできていた問題の例 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 算数 ２(３) 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 数学 ７(１) 

問題の概要 正答率 

小学校 
算数 
２(３) 

○ 角の大きさについて理解してい るかどうかみる。 
わかなさんは、図１の○あの角と図２の○いの角の大きさを比べて

います。図２の○いの角をつくっている２つの辺は、図１の○あの角
の２つの辺をそれぞれのばしたものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
80.3％ 

全 国 
79.3％ 

 
全国差 
 ＋1.0  

中学校 
数学 
７(１) 

○ 必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

岐阜県 
78.2％ 

全 国 
77.4％ 

 
全国差 
 ＋0.8 

○あの角と○いの角の大きさについて、どのようなことがわかりますか。 

下のアからエまでの中から1 つ選んで、その記号を書きましょう。 

ア ○あの角の大きさのほうが大きい。 

イ ○いの角の大きさのほうが大きい。 

ウ ○あの角と○いの角の大きさは等しい。 

エ ○あの角と○いの角の大きさがわからないので、このままでは比べることがで 

きない。 

上の□に当てはまる数を書

きなさい。 
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② 課題がみられた問題の例 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 算数 ３(２) 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 数学 ６(２) 

問題の概要 正答率 

小学校 
算数 
３(２) 

○ 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数
が、共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるかど
うかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
22.7％ 

全 国 
23.0％ 

 
全国差 
－0.3 

中学校 
数学 
６(２) 

○ 式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用
いて説明することができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

結菜さんの式の変形の３（２n＋１）から、「連続する２つの３の倍
数の和は、３の倍数である」ことがわかります。 
太一さんの式の変形の２（３n＋１）＋１ から、連続する２つの３

の倍数の和は、どんな数であるといえますか。「～は、……である。」
という形で書きなさい。 

 

岐阜県 
26.2％ 

全 国 
25.7％ 

 
全国差 
 ＋0.5 

もとにする数を同じ数に

するとき、その数は何にな

りますか。その数を書きま

しょう。また、  はその

数の何個分、  はその数

の何個分ですか。数や言葉

を使って書きましょう。 
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（３）理科 

 ① よくできていた問題の例 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 理科 １(１) 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 理科 １(６) 

問題の概要 正答率 

小学校 
理科 
１(１) 

○ 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土
の量と水の量を正しく設定した実験の方法を発想し、表現することが
できるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岐阜県 
80.1％ 

全 国 
79.5％ 

 
全国差 
 ＋0.6 

中学校 
理科 
１(６) 

○ 科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面にお
いて、探究から生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目し
た振り返りを表現できるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岐阜県 
83.3％ 

全 国 
79.4％ 

 
全国差 
 ＋3.9 

上の【方法】で、コップＡの条件を下の通りにした

とき、コップＢの条件（赤玉土の量と水の量）は、ど

のようにすればよいでしょうか。 

下の（ ア ）と（ イ ）の中にあてはまる数字を書

きましょう。 

上の発表を見て、水道水や精製水に対し、Ｂさん、Ｃさん、Ｄさんを参考にし

て、あなたの振り返りを書きなさい。 
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② 課題がみられた問題の例  

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 理科 ３(４) 

 ■令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 理科 ８(２) 

問題の概要 正答率 

小学校 
理科 
３(４) 

○ レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新た
な問題を見いだし、表現することができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
28.1％ 

全 国 
29.9％ 

 
全国差 
 －1.8 

中学校 
理科 
８(２) 

○ 大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様
子とボーリング調査の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表
現できるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
17.7％ 

全 国 
18.1％ 

 
全国差 
 －0.4 

てるみさんは、調べてみたいことをもとに、新たな【問題】を見つけました。てるみさんは、

どのような【問題】を見つけたと考えられますか。 

その【問題】を１つ書きましょう。 

下線部の考えが正しいと言うためには、ボーリング地点③の 

ボーリングの結果がどのようになればよいか。■を必要な数 
だけ適切な位置に移動させ、最も適切なボーリング地点③の 
結果を示しなさい。 
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２ 特徴的な問題とその正答率 

（１）国語 

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 国語 ３三(２) 

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 国語 ４二 

問題の概要 正答率 

小学校 
国語 
３三 
(２) 

○ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を
見付けることができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
53.9％ 

全 国 
56.3％ 

 
全国差 
 －2.4 

中学校 
国語 
４二 

○ 読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、
文章を整えることができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
34.0％ 

全 国 
30.1％ 

 
全国差 
 ＋3.9 

木村さんは、【資料１】を読み返して言葉の変化について自分が一番なっとくしたことを、【資
料２】、【資料３】、【資料４】に書かれていることを理由にしてまとめることにしました。あなた
が木村さんなら、どのようにまとめますか。次の条件に合わせて書きましょう。 

〈条件〉 
○ 言葉の変化についてなっとくしたことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書くこと。 
○ なっとくした理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】の中から選び、言葉や文を取り上げ

て書くこと。 
 

三上さんは、さらに推敲を重ねようとしています。あなたなら、【手紙の下書きの一部】の、ど
の部分をどのように修正しますか。三上さんの修正の仕方を参考にして、次の条件１から条件３に

したがって書きなさい。 
条件１ 修正した方がよい部分は複数ありますが、言葉の使い方や叙述の仕方などについて、

あなたが特に修正した方がよいと考える部分を一つ選ぶこと。なお、【手紙の下書きの一

部】の内容は、変わらないようにすること。 
条件２ 修正する際は、削除したり書き直したりしたい部分を線で消し、書き直す場合は、消

した言葉の右横に、どのように直すのかを書くこと。 

条件３ 修正した方がよいと考えた理由を具体的に書くこと。なお、読み返して文章を直した
いときは、線で消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。 
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（２）算数・数学 

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 算数 ４(２)  

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 数学 ９(２) 

問題の概要 正答率 

小学校 
算数 
４(２) 

○ 伴って変わる二つの数量の関係に着目し、問題を解決するために数
量を見いだし、知りたい数量の大きさの求め方を式や言葉を用いて記
述できるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
45.6％ 

全 国 
48.7％ 

 
全国差 
 －3.1 

中学校 
数学 
９(２) 

○ 統合的・発展的に考え、条件を変えた場合について、証明を評価・
改善することができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
39.4％ 

全 国 
36.3％ 

 
全国差 
 ＋3.1 

このハンドソープの液体と容器を合わせた重さは 270 g でした。使いかけのハンド
ソープが空になるまでにあと何プッシュすることができるのかを知るためには、270 g
の他に何がわかればよいですか。 
下のアからエまでの中から２つ選んで、その記号を書きましょう。また、その２つ

と 270 g を使って、あと何プッシュすることができるのか、その求め方を式や言葉を
使って書きましょう。 
ア 新品のハンドソープの重さ        360 g 
イ ハンドソープの容器の重さ        60 g 
ウ 1 プッシュ分のハンドソープの液体の重さ 3 g 
エ かんなさんが1 日に手を洗う回数の平均  7 回 

次の図２のように、平行四辺形ＡＢＣ
Ｄの辺ＣＢ、ＡＤを延長した直線上に、
ＢＥ＝ＤＦとなる点Ｅ、Ｆをそれぞれと
っても、四角形ＡＥＣＦは平行四辺形に
なります。このことは、前ページの証明
１の一部を書き直すことで証明できま
す。書き直すことが必要な部分を、下の
アからオまでの中から１つ選び、正しく
書き直しなさい。 
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（３）理科 

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 小学校 理科 ２(２)  

令和７年度 全国学力・学習状況調査問題 中学校 理科 １(１) 

問題の概要 正答率 

小学校 
理科 
２(２) 

○ 電気の回路のつくり方について、実験の方法を発想し、表現するこ
とができるかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
42.3％ 

全 国 
42.9％ 

 
全国差 
－0.6 

中学校 
理科 
１(１) 

○ 電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵抗や
熱量に関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜県 
53.8％ 

全 国 
51.9％ 

 
全国差 
  1.9 

  

「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたときだけ、
かね（ベル）が鳴る」のは、どのような回路で
しょうか。下の１から４までの中から1つ選ん
で、その番号を書きましょう。 

回路全体の抵抗が大きいのは装置１、装置２のどちらか、１つ選びなさい。また、下
線部について、同じ電圧を加えて、より速く水を温めるごとができるのは装置１、装置
２のどちらか、１つ選びなさい。 


